
［成果情報名］三重県南部におけるアカマルカイガラムシ幼虫の発生消長と防除適期 
［要約］アカマルカイガラムシ第 1 世代幼虫の発生は、６月上旬頃から始まり、ピークは

６月下旬から７月上旬である。第２世代幼虫の発生は、８月上旬から始まり、ピークは８

月中旬から９月上旬である。県南部での防除適期は７月上中旬及び９月上旬と考えられる。 
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［背景・ねらい］ 
 アカマルカイガラムシは、カンキツ類の主要害虫として世界的に知られている。本邦で

は九州以南で発生していたが、近年、瀬戸内地方、三重県南部でも確認され、国内におけ

る発生地域が拡大している。三重県南部では、幼虫の発生消長が未確認であり、被害管理

できているとはいえない。そこで、幼虫発生消長の調査を行い、防除適期を特定し防除指

針策定の参考とする。 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．2001～2003 年の調査結果から、第１世代幼虫の発生は、６月上旬頃から９月下旬ま

でであり，発生のピークは、６月下旬から７月上旬である。第２世代幼虫は、８月上

旬から 11 月にかけて発生し、ピークは８月中旬から９月上旬である(図１、図２)。 
 
２．１雌あたりの幼虫平均産出数は、越冬世代雌成虫で 61.4 頭、第１世代雌成虫で 89.5

頭であり、第１世代雌で多い傾向である(表１)。 
 
３．三重県南部においては、第１世代幼虫の密度を下げるための薬剤散布適期は、西南暖

地よりやや遅く、幼虫密度が上昇する７月上中旬と考えられる。第２世代幼虫につい

ては、９月上旬と考えられる。 
 
［成果の活用面・留意点］ 
１．第２世代幼虫の発生量が多く、収穫果実に被害が拡大する。まず第１世代幼虫の密度

を低くするための防除を適期に行うことが重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




